
059II-3-1

将
来
需
要
へ
の
対
応
方
策
の
検
討

将
来
需
要
へ
の
対
応
方
策
の
検
討

058 II-3-1
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3.　新空港について3.　新空港について
1）新空港の基本的な考え方の整理 1）新空港の基本的な考え方の整理

検討プロセス
　ＰＩステップ２までに検討、整理された事項を踏まえて、新空港候補地ゾーン選出に必要な前提条件を検討し、さらに地形、環境、気象、運

航などの条件も加味して候補地ゾーンを選出しました。検討プロセスは、以下のとおりです。

新空港候補地ゾーン選出に必要な前提条件の検討
　ＰＩステップ２までに明らかになった「地域から見た将来の福岡空港の役割」、「航空需要予測の見通し」、「現空港の需給逼迫性」を踏まえ

て、新空港において備えておくべきと考えられる各対象施設の前提条件（対象施設・諸元・考え方）、および設定した前提条件から考えられ

る施設配置を以下に示します。

　なお、前提条件は今後の検討により変更する場合があります。1.新空港候補地ゾーン選出に必要となる前提条件の検討

【新空港の前提条件】

【新空港の施設配置】

3.候補地ゾーンの特徴 周辺自然・都市環境

制限表面

地形・水深

社会環境

利便性

自然環境 建設条件

2.新空港候補地ゾーンの検討
（1）候補地検討対象範囲の選定

検討対象範囲：博多駅から30km、福岡都市圏

各対象施設の前提条件、施設配置

（3）候補地ゾーンの選出

候補地ゾーンの選出

候補地ゾーン
選出

気象、制限表面、運航空域、環境、航空機騒音等を考慮した候補地ゾーンの選出

検討対象候補地ゾーンの設定
検討対象とする候補地ゾーンの設定

選出条件

1km２メッシュにより対象地域を選出

（2）検討対象メッシュの選出

選出条件
第1段階

地形条件
　地形起伏量
　水深

（起伏量150m以内）
（平均水深25m以浅）

社会環境条件
市街化区域面積比率
建物用地面積比率

1％以下
5％以下

検討対象メッシュ選出

選出条件
第2段階

空港用地を配置したときに、空港標点が配置可能で、かつ海上・沿岸域では制限表
面（水平表面片側・進入表面両側）の確保が可能なメッシュを選出（平均水深は
20m以浅に限定）

滑走路

誘導路

エプロン

ターミナル地域

航空保安施設

対象施設

本数

滑走路長

滑走路間隔

誘導路種別

施設規模

スポット数

ＧＳＥ置場

旅客取扱施設

道路・駐車場

貨物取扱施設

その他

航空保安施設

諸　元

平行滑走路 2本〔クロースパラレル〕
（滑走路処理容量、空港運用の柔軟性及び非常時などを考慮して2本を設定）

滑走路長　3,000m
（国際航空ネットワーク形成に向けて3,000mを設定）

滑走路間隔　300m
（管制方式基準を参考に設定）

二重平行誘導路・エプロン誘導路の設置
（国内既存の国際空港の実態から設定）

規模に見合う用地確保（国内線・国際線）

ローディングスポット・ナイトステイスポット・予備スポット確保（国内線・国際線）

規模に見合う用地確保（国内線・国際線）

規模に見合う用地確保（国内線・国際線）

給油施設・管理施設・小型機施設などの規模に見合う用地確保

空港運用で必要となる施設の規模に見合う用地確保

考え方

※ＧＳＥとは航空機の運航に必要な地上支援設備（Ground Support Equipment）のこと。

※施設規模の想定は滑走路増設案の考え方に準じている。

クロースパラレル方式

滑走路 3,000m

滑走路 3,000m

空港標点 300m

ターミナル

エプロン約
1
,5

0
0
m

約3,500m




